
　　　　　釆舞灘講業貢蚤薫灘簸鳶長竃1

）：捲整慧ゴ露’☆董，　　　　　　　　　　・一’建こご・・｛林』≡霊三’9喜㊧

i　　、，駅、　　　Sパ．加懐ばじ、‘め、：にt・

現在のぷ問醐獅鱒身異嘩林ロ間顕鯵鱒殿畑齢か
1ら50年前であったb当時満州事変をきつかけに日本帝国主義の油国寒陸侵略は

すでにはじまっており，国際的不安の動機を高い人口増加率に帰するW．S．タ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユラ
ムソンのような見方には関心が集まってY・たbそのころわたしの大きな関心は

　　　　　　　の
人口問題にあった。日本は1929年秋にはじまった大恐慌のまっただなかにあo

た。若い人達は救いのない社会的不安の申で失業苦と就職難に喘V＞Ei。いった

峡業の原因は’貧乏ap原因e＊，．ひP圧力蝋銅のか・社会酬隣る⑳b

人円論に絶望した私の関心は魯速に経済学に移行したb1ついで乍ら現在ρ人p．

学・（demρgCaphy）一は当時｝ま単に人口問題・（PgPUlaζign．problems）と呼ばれ套も

のであρた。隔＃tの感を禁じえないg・’：、　－t・．＿・1三㌧：1．，．［．J．：・二

戦後38年パ先進資本主義諸［靴ま，「多産多死」．の人只勲態から「多産少死止を

経て，：今や「少産少死」，の人口転換を遂げっつある。いわゆる人口老齢化であ

．eてs、日本ではそのテムポは異常に迅いダcの局面ヵ埠晩到来するζとは既に

半世紀も前嬉，．・、将来人口㊨推計に際レ予想さ：れていたびそれは古典派経済学が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イロぜ予想した定常態（stati。nary　state），或はマノレクス経済学の単純再生産ρ局面

で嫡。ぽ醗勲ミっ卸隆顕雇用が鱗具て遠y、彼方時硅困こ
皇雫あるg菩憂珍苦人只増加事が高くても2二低く一なっエも失業ヵ童麟：，嬉麹｝主

、恒なe経済裳B朱墨得纂恩鳶㎏秦娯填癒ゑ餐鷺な璽蛮懸馨備婆▲鐘働衷廃鮭

遊鰺なk》憧鐘鯉琴鰻Ωゑ霧蛮範鱈⊇懸薮矯閲騨鱗．

　　　　　　　　　　　　　　　＝豊幕　．’　　　二　義



ぽ欝講講難㌢逐鮮騨鮮・てふり返・

　なおこの一篇をかつての同僚，今は亡き畏友相沢秀一教授に献ずる。氏は確

固たる正義感と自らにきびしい研究態度を温厚な風羊に包み，私には敬愛措く

能わぬ友人であった。’

　　　〔注〕

　　（1）W．S．　Thompson；Danger　SpOts　ih　World　Population，　N．　Y．1929

　　　　do．；Population　Proble孤s，1930：同訳，建林正喜「人口問題と国際政策』昭

　　　10，凡進社
1 ②天哨醐究会編幟臥・髄の雇決方針』（昭b・），．所収鰍論文　一’

／tz建林正喜：rアウタ・・キイの研究』（昭18渇山房）鄭章アウ〃キイと人醐題

　　　・’　－L〔1〕非自発的失業’（ケインズ的失業）

－L（1＞安川教授によれば，人瞠の観点力・らみれば3・入のヶイ。ズがいるの

だ乏・・S㌧瀞r輸の締酬結』（19・9）・嚇働のケ似．．18，囎

から第1：次犬戦に至る間ジョ’ロヅパの工業発展は自由貿易を通じて新大陸の

農業生産編め・旧大齢それによつて人・増加を維持した．ところ渕9世紀

後半から作用してきた収穫逓増は，大戦を境睦にわかに収穫逓減に反転し；達

れがマルサズ的な人口過剰を生み，・失業をもたらしたというのである。セヴァ

いヂ恥莇に・撤対し，・・i　s［s（pt　e2逓滅ていな・・し，生活水猷むしろ向

上じていると皮論じた。それにまた決定的なごどは，・このとき既にヨ→ロすバ

紺入口瀧の兆が現われていたポ「ケインズは今日からみると人n？t“。t、て
パぜべくカ

は素人」にすぎなかった。・　　　’：∵　・　rt　　　・　　・．∵・；∴、

ヨ相の舛・ズはTr搬輪』・（・936）の彼であ。てジ彼は失業を続らじ

昧励原因をマ・レ頻肪学んだb’ニマ〉・eTxはナ⇔ル縫のあとの不況

芝失業の原因を」∴有効需要の不足尾求めたのであつたδ“尤電当時手でぱネギザ

姫始鰐志漣緯髄波ぼじだ漣ぶ善，漬廉撚戸らあ蓼

2　　　　　　’　　二2＝

　　　　　　　　　　　　♪
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　失業，過剰人口および経済成長（建林）

て，‘投資の労働需要効果は；“機械にまる労働偉替効果を圧倒したδILdの現実に

よbて吻レサズぱ経済学者め関心の将外に置き去り’にされア百年後ケインズに

ょる再発見の日をまつことにな・bた61

　3人目のケインズは．『一般理論』の翌1937年，「人口減退の若干の経済的帰

結」と題し優生学会で講演したケインズであって，そのなかで彼は人口減退が

長期にわたり消費需et，’したがって有効需要の減退をもたらし，失業を増大す

るおそれがあることを指摘した。これは長期的な人口動態を考慮することによ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③
って，有効需要の原理を長期停滞論につなぐものであった。t”－t

　（2）’ゲインズは彼の雇用理論，或は非自発的失業の理論を展開するに当っ

て；古典派の労働需要にかんする第1公準はそのまま承認したが，∫労働供給に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
かんする第2公準の方は）とれを否定したと一般に信じられている。ところが

これを人口学からすると次のようになるという。すなわち、「短期の考察におい

ては人口を無視するのではなく，与件として人口を与えるのでなければならな

い。・・－t…その意味は，’労働の需要曲線は短期の経済変動とともに変動するから，

労働需要に関する‘古典派の公準’はそのまま認められ採用されるが，一労働供

　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　ひ　ロ　　　　　　　り　　
給は長期的には変動するが，短期的には変動しない（傍点引用者）から，労働供

給に関する‘古典派の（第2）・公準ξを認めることはできない。すなわち，いま

労働力は人口の一定割合であるという単純な仮定を設けると，一入口の変動に応

じて労働力が変化するけれど，経済の短期的変動には変動をしめさない。ここ

に1930年代の失業を説明するためにはヤ労働供給にかんする1‘古典派の（第2）

公執撫力であ。たばかりでなく、正しくは誤りであ。たのであ謂そし

てケイシ亥ほとの点に気付いていた6だから供給にかんする第2公準はこれを

否定したのだ，とじ・うのである。

（3i）　ケインズ的失業とは有効需要禾足によって生じる失業，’だがら有効需

要の補給によづて無くしうる失業というのが一般の理解であるよじかし有効需

要をどんなふう匿ぷやすのかジ童港どと護で想やせる：の箔淳纏繊業の本質ほ

εめ→点硅ががら麺“る逆芸らでよXく㌫二’1’1弾『・二窪　　　　　　　丁1’｛・，　lt・，’

　　　　　　　　　　　　　　　・＝‘’8－　　　　　　　　　　　　　　3



一tt
かりで自由貿易と金本位制が世界市場を支配じてい淀時代には，・一’それぞれの

国にその発展段階を示す基軸商品があらていその価格は世界市場で一物t・’価の

法則に従った。国内財の諸価格を含め物価体系はiこの基軸商品の価格？C適応

して定まった。価格は需給の作用によって変動はしたが，自由tc操作できるも

のではなかった。それゆえ貨幣賃金が上がる（下がる）ことは，素朴に実質賃

金が上がる（下がる）こととして受取られた。しかし両度の大戦を境に自由貿

易が大ぎく後退し》特に金本位制に代って管理通貨制が採用されるに至って物

価の国際的連係が失われ，それぞれの国にはVイル．ドインフレによって失業を

緩和するケインズ政策導入の条件が整えられた6それゆえ非自発的失業という

のは，貨幣賃金の上昇率以上に物価をインフレ←トさせ，実質賃金切下げによ

6て吸収される失業だと云わねばならないこすなわち雇用増（失業減〉と物価

騰貴とのあいだにトレ⊂ドオフ（フィリs7プス曲線）酒城立するような朱業だ

と云わねばならない。　　．∴1ノ　　　　・　e　．＿、一一

　（4）ざてケインズは古典派の雇用理論のどζがどんなふう・にいけないと考

えたのか，ここで簡単に古典派の理論をふり返ってみょう6

三（a）まずN人の雇用から，えられる所得生産物をQとtt2fyば、．

　　　　　　　　　　　Q〒Q（N）：’．（γ＞0，．．Qft〈0　、；・t．t、　　…・1・（1）i

は所得生産関数。物価をP，：：－1人当り貨幣賃金を醐とすれぱ，、利潤1レfは／t

こ．　㌧一”’－t二，　　－44＝ρQ〒泌「、　　　一ト、∴、：ポ

でもtりて定義できる6完全競争の下では利潤極大の条件｝‡三．．

　　　　　　－t　　　　　　　　　　　　　　　　　PQf　＝＝W・　’　一　　　　　　　・　　、　　－　1t；］・三：・（2）・、

すなわち企業は労働の限界生産物の価値額が賃金に等し：くなると：ξろまで労働

者を傭おうとするだろう。生産関数は労働」Vだけでな、〈資本Kをもって定＄，

；レQ＝Q（N，jK＞とすべきである，QS，・［　iY・ましばらく資本ストック・K．はご矯・生

産関数Q，⑳形（生産技術）も既知とすれば（1）のような形とするL¢とができ

ミる蟄章れが経緕学で約束された疋短期」の概念でtあゐ6峨．：，二玲∫行二ぽ＿．、

　こ労働需要関数（2）はNOw平面で右下力Sり，の曲線になる。曲線は物価ゑを

　・4　　　　　　　　　　　　　　－i4・一＝一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　失業，過剰人口および経済成長（建林）

ジラ下パラメ声ターどじ価格騰貴にづ池電右方に※フ雫す畜ぶ二ひ酵㌻’：i””

＾ 〈b）：労働需要力竃］利潤を極犬化ぞう穐竺す溶企業⑳合理的行動から導がれる

のと同様に，、労働供給は家計余剰刀を極大化そうとする労働者の合理的行動

からみちびかれるというのが古典派の想定である6効用可測性の問題を避ける

ために，いま賃金の効用はその大いさω邸’で，労働の苦痛は標準的生計費PE

で表示できるものとすれば，’家計余剰’宜は・∴㌦∵・　　．　　　．　　．、

・iH’“－wN・十PE－一　 ：’・

を以て定義でぎる。Hはレジャー．“Oための貨幣支出と考えればよい6また労

働の苦痛，したがってこれをカバーする標準的生活資料の量渥は，1、労働力の

提供がふえるにつれて逓増するものと考える。すなわち　∵，：一・r－・、

　　　　L　　’！三’t’E4E（N）　E’＞O’E”＞0・　　　　…’…（3）

　いま消費の強さ乏生活様式’（関数Eの形）を所与とすれば，家計余剰Hの

極大化条件は二’・r／∴

　　　　　　『・’　　　　　　ρE’；ω　馳∴’…　・‘　　…一・’・’（4ンー

　すなわち家計は，逓増する限界生計費が賃金でカバr一される限度まで労働を

供給しよケとする。（4）は労働供給関数，その形はパ0ω平面で逓増的右上が

り，価格騰貴に伴い上方にシフト1する。、．－1　，・一

　（c）、需給一致の均衡雇用9ipt，と均衡賃金・ω．と｝ま（2）及び（4）、の二式一一一一一

　　”　．　　　　　　　．、　　　　　　　　・カQ㌧デρ9＝ρ亙｛　、．『　．、’∵　　　　　　　，．：　　■／・…　ri（5）、㍉

によって一義的に決まる。以上が古典派雇用理論のあらまし1である。、．　　．

　（5）　ところでケィンズカ沽典派の第2・公準i”労働供給関数を否定した己云

われる理由は何であったか。それは二つあって，一つは労働者が争うのは貨幣

賃金であって，それが下がりさえしなければ）、多少でも上がればなお更のこ

と，労働者は文句は云わないどいう理由。もう一つは労働者は今の生活水準が

下がっ℃も，㌣まだ辛抱でき・る賃金を現在貰p．ているいすなわち現在の実質賃金

（の効用）減譲鐵働◎限嗣蕩用或は）限界生計費まり搬噸斑趣5狸廠

この二つである。’ミ1つllギゾ　ー　　tt　　　－。・一’、

工” i5－一 8



　　㌧r：・’㍗．’．元三ノ’・．ひi’　t　：’・’J：．4　S’　、ハ’

　蜜ず最初の理由につい宅云箆ぱぶ企業が一方望は自らの生産物がどんな価格

）で売れるが∴同時に他方では生産費の注要な費目は賃金’ωであ答が○老の

生産費がどれだけかかるか，つまり労働需要者としてクに較べた限りでの2〃）

すなわ嫉質賃金芸に関心をもらてV・る・云われるの眈もなごとである・一

しかし同時に他方，その労働力を商品として売る労働者がiその価格Wに対

してと同様に，その生産費たる生活資料の価格Pに関心をもつのは，これもま

た商品の所有者として当然なはずであるガ管理通貨制度の下で労働者が貨幣賃

金しか争わないような錯覚をもづのは，労働運動QM実には合わない。むろん

ケイシズがぞう云っため憾金本位制時代がやっと終りを告げた；’／今から半世紀

も昔のことであった。　　∵一一

　第二の理由，すなわち労働者は労働の限界不効用より高い実質賃金を貰って

いると’VS．うケインズの指摘は，’まさに第2公準に依拠した指摘であって，この

公準の否定ではない。すなわちケインズはこの公準を楯にとって〆労働者はな

お実質賃金の切下げに耐えうるのだという本音を吐露したと見るべきである。

そうだとすれぼ；これは独占度の大小であらわしうる資本と労働との力関係の

問題であ6て1’それを考慮すればさきの均衡条件（5）は書きかえて

　　　　　　　　　　　p（1一μ）Q’＝　w．＝三，p（1一μ）E’”　　　　　　　　　・’；・…　（5a）

とすることがでぎる。ここにμぽ資本め独占度（0＜μ＜1）であって・この式

は労働生産性より低い賃金，標準生計費を下麺る賃金に対して労働需給がバラ

ンスすることを宗している。第2公準はなんら否定されてはいない。一

“ （6）　人臼学者が古典派の労働供給関数を否定した理由を，簡単に云えば次

め．ようになる。・　　　一’

　　　　　　　　一労働力人口（A）　∵”’三㌧　　’二　　　　・’

　　　　　　　　：．．　　F生産年齢人口：（B）×労働力化率（め　・

において，Bは過去め出生，死亡によって既に決まつておりt．　aの大いさは

企業側の需要次第で決まるぷ淀がら必要なのは労働需要を規定する第1公準だ

け〆そうい：う論理である6．　　『’・　　　　い・∴　ttふ・；一　・パ『

．6　　　　　　　　　　　　　　　　－tβ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　失業，過剰人口および経済成長（建林）

　aが労働需要だけで決まるという想定の背後には，生産したがって雇用は需

要によって決まるという有効需要の原理がある。しかしこの原理は，労働者が

企業の示すどんな条件でも受け容れるということではない。労働者は最低限の

賃金要求をもっている。さきの式でいえば，EOを必要な最低生活資料の量とし

　　　　　　　　H－・一ωN一ρE・或は牛響

となるような賃金である。これは賃金生存費説そのものである。

　それゆえaを決めるのは労働需要だけではない。労働供給も重要な決定因で

ある。労働者がどんな低い賃金水準に対しても不満を持たず，失業がなんら社

会的不安の種にならぬ，そういう社会でのみ労働供給は外から与えられた与件

となるにすぎない。

　（7）　古典派雇用理論の第2公準の妥当性が問題になる本当の理由はおよそ

以下のようなものである。

　すなわちこの理論があてはまるのは，労働の負担とその成果が同一主体に帰

属する場合にかぎられる。その場合には彼は，合理的に行動するかぎり，もう

1時間労働することによってもたらされる生産物の効用が，そのためにもたら

される労働の不効用を恰かもカパーするところまで労働するにちがいない。

　しかし問題は労働の主体と，労働の成果が帰属する主体とが分離するところ

からはじまる。前者は労働者階級であり，後者は機能資本家（企業家）階級で

ある。企業は労働者の採用に際し，期待される労働生産性の順に．4，B，　C等

を順次採用しようとする。これを産業別に集計すれぱ産業別労働需要表を得べ

く，さらに一国全体について集計すれば社会的労働需要関数がえられよう。こ

れはNOw平面で右下がり労働需要曲線になる。

　他方労働供給について云えば，与えられた賃金に対し労働意欲（morale）の

大きい順に（労働の不効用が小さい順に）全労働者を1，2，3等の順にランク

付けすることができる。これはNOw平面で右上がり供給曲線を与える。

　もしも二つの曲線が出会うところで，すなわち限界労働者の労働生産物が恰

も彼の標準的生計費に見合うところで，社会全体の雇用と賃金が決まるなら

　　　　　　　　　　　　　　　　一7－　　　　　　　　　　7



ば，労働時間と報酬決定のミクロ版は，芽出たく集計されて雇用と賃金決定の

マク。版臨化するようetみえる．．ところがこの転化械耐るためには・・生

産性が高い労働者ほどモラールが高い（労働の不効用が小さい）ことを要する。

すなわち前記労働者Aは1と，Bは2と等，それぞれ同一人でなければなら

ない。

　このidentityが保証されないと右下がりの労働需要曲線に対し右上がりの

労働供給曲線を得ることはできない。しかしこの同一性の保証は一般には存し

ない。そこでこの困難を避けるためにはどちらかの関数を直線と想定すればよ

い。たとえば労働需要曲線が水平ならば，それは企業間に完全競争が行われ，

与えられた賃金水準で供給される労働力を悉く吸収するという殆んどありえな

い局面を意味する。現実は労働供給関数が水平な場合，すなわち労働者のあい

だに完全競争が行なわれ与えられた賃金に対し供給がいくらでも行なわれるケ

ー
スであって，さきに述べた賃金生存費説の命題

　　　　　　　　w一芸　（E≧E°最駐活資料量）

が労働供給関数を規定することになる。

　労働者は労働力以外に売るべきものを持たない。この販売の緊急性は労働力

供給の独占度をゼロにし，供給曲線をNOw平面で水平ならしめる。ケインズ

の場合この賃金が最低生存費まで下がることはあるまいという，失業対策te対

する余り確かでない期待があって，それが第2公準のそれ以上の検討をネグv

クトさせたのではないか。

　ケインズの雇用理論を図示すれば第1図のようになるであろう。－PQは

与えられている。価格上昇につれそれは上方にシフトする。H＝0すなわち賃

金＝生計費（PE＝wN）は労働供給関数を与える。価格Pのときの雇用量は

N，価格がP、に上昇すればそれはNエに移る。賃金wが不変，すなわち1人

当り生計費が不変（誓一ク謝・すれば嘉一吾・去く吾すなわち

生活水準は低下する。NVエは物価騰貴によって吸収される失業，すなわち非

自発的失業である。・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　失業，過剰人口および経済成長（建林）
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　　（2）同上，34ページ

　　（3）同上，48－67ページ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てロ
　　　　　　　　　　相対的過剰人口（Wパ法勇輻ぷ1鍵望

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　t

　　　一般に人口過剰即失業という考え方があって，tケインズもがうてほこ
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ったが，それと同じものではなかった。過剰人口は資本蓄積の前提条件であり，

またその結果であった。それはちょうど海外市場，したがって外国貿易が資本

主義成立の前提条件であったとともに，ひとたび資本主義が成立すると益k外

国貿易が拡大する，その意味で外国貿易が資本主義の外延的実存条件をなして

いるのと同じように，過剰人口は資本主義成立の前提条件であったとともにそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
の結果，すなわち内包的実存条件をなすというのであった。ここでは過剰人口

は過剰人ロー般としてではなく，つまり資源や食料にくらべ直接に過剰な人口

としてではなく，資本制生産の枠の申で過剰な人口として，相対的過剰人口と

して把えられた。マノレクスがこれを産業予備軍と名付けたことも周知のとおり

である。

　（2）『資本論』第1部の「資本制蓄積」の一章（第7篇第23章）は，蓄積が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
「労働者階級の運命に及ぼす影響」を扱ったもので，それはまず資本構成が一

定なばあい，蓄積につれて労働需要が増加する（第1節），蓄積の過程で資本

の有機的構成が高まり，労働需要が相対的には減少する　（第2節），そしてそ

の綜合的結果として相対的過剰人口が累積的に増加する（第3節）というので

あった。

　いまマノレクスの記号に従い⊥＝λをもって資本構成，C＋V＝Aをもって前

貸資本あるいは蓄積の大いさとすれば，労働需要LはL＝L（λ，A）で定義で

きる。

　蓄積の労働需要効果は

　　　　　　　　　　　　藷一｛芸☆＋器　　　　　……（1）

をもってあらわすことができる。Aの増加すなわち投資は直接的には労働需
要を増加する（∂L∂A〉・）が澗撚は資本の有機的繊を高め（－llli＞・）・そ

のためかえ。て労働霰を減少・せる（器く・）・したが・て投資の労働額

に及ぼす綜合効果は直接効果より小さ・・（芸く芸）・

　（3）　マノレクスは，既述のように蓄積の綜合効果は雇用を増加させるような
ものであ・ても，所詮それは逓減的である勝く・）ことを論乱よう・し7・…
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　失業，過剰人口および経済成長（建林）

　まず蓄積が雇用に及ぼす直接効果は既述のように正，すなわち蓄積に比例し

て労働需要はふえるが，それが可能なのは労働者が「それ自身の価値を資本と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
して再生産し，不払労働において追加資本の源泉を提供するかぎり」において

である。ところが労働需要の増加は賃金騰貴を招き，やがて利潤率は低下し蓄

積は衰える。労働需要は低下し賃金は多かれ少かれ低下する。これは資本の大

いさにくらべ労働人口が多すぎるかどうかといった，自然的人口法則の問題で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
はない。「同じ労働人口の不払労働と支払労働との関係」に他ならない。或は

賃金騰貴率を下廻る労働生産性伸び率（収穫逓減）の問題であって，マノレクス

は価値法則に基いてこのメカニズムを明らかにしたのであった。要するに蓄積

が労働需要に及ぼす直接効果は逓減的（湯く・）…う・とである・

　（4）蓄積が労働需要に及ぼす間接効果はどうか。ひとたび資本主義が成立

し蓄積が進むと，その経過中｝こは必ず「社会的労働の生産性の発展が蓄積の最

　　　　　　　　　　　　　（5）
有力な積粁となる点が生じる。」　資本の技術的組成の大小はこの生産性の大小

を表現する・・の繊を÷すなわち価値繊で表現するeまあ…労働生産性

の上昇によって「生産手段の価値は絶対的には増加するが，その分量に比例し

　　　　　　（6）
ては増加しない」という事情があって，技術的組成ほどには大きくはならない。

この事情はマルクス利潤率低下の法則を否定する論拠として屡ξ援用されてい

るが，とにかく近似的には技術的組成の指標になりうるというのが，マノレクス
　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
自身の有機的構成に関する見解であった。

個・の資本は誠け駆蹴÷を高める・とによ・て特別剰余価値を入手で

きる．齢は・うして難及び集中の過程で不断雌会的纈本の÷を高め

る。それは新投資についてだけではない。補填投資についてもそうである。す

なわち「一方では蓄積の進行申に形成される追加資本は，その大いさに比較す

れぱますます少数の労働者を吸引（attrahieren）する。他方では新たな構成で

周期的に再生産される旧資本は，従来それが就業させていた労働者をますます
　　　　　　　　　　　　（8）
多く反嬢（repellieren）する。」そしてこの面では事態は資本増加よりも急激な

「労働者人口の絶対的増加のようにみえる。」すなわち就業労働者数の増加は，

　　　　　　　　　　　　　　　－11－　　　　　　　　　　　　　　11



過剰人口の一それが既就業人口の失業の形態をとるにせよ，未就業人口の就

鱗の形態をとるeeしろ一生産と結びNV・ている・「だから労働者人口は自

らによって生産される資本蓄積とともに，自らを相対的に過剰化する手段をま

すます埴的吐産する3・うして鞠畑ま資本制生産の一難条件ぱ

る。

　（5）．マノレクスは利潤率の傾向的低落に関連して「相対的過剰人口の産出は

労働の生産力の発展一これは利潤率の減少になってあらわれる一と不可分

　　　　　　　　　　　　　　　　くゆ
であり，またこれによって進められる」という。

　利潤率の低下傾向の法則性について論ずべきことはまことに多い。例えぱマ

ノレクスが再生産論において，固定不変資本の寿命を1年と仮定したことは周知

のとおりである。この仮定によって総資本利潤率と販売利潤率とは区別されな

くなったが，投資誘因としての利潤率について云えば，この単純化で十分であ

るむ

いま蒜一・をも・て利潤率を蟻する・÷上昇・eよ‘・て労働生産力

は離る．すなわち÷〈sg，ゆえee　f〉÷・剰余価値率は上昇する・，

しかし競争の圧力はこの上昇を制限する。それゆえ平均的な局面では

　　　　　　　　　　　　　！＞4L＝巫
　　　　　　　　　　　　　　　c　　　　v　　　　m

が支配する。この式から

　　　　　　　　　　　　　　浩〉轟v　　　・……（’）・

及び　　　　　÷〉鵠吻　　　　……（ii）

がえられる。（i）は蓄積に伴う技術進歩（労働生産性上昇）の下では投資利潤率

が傾向的に低下することを示し，（ii）は投資の伸び率が所得の伸び率（成長率）

を上廻り，したがって消費の伸び率を上廻ることを示している・これは第1部

門の優先的発展と呼ばれるものであり，生産と消費めあいだの基本的矛盾と呼

　　　　　　　（11）
ばれるものである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　失業，過剰人口および経済成長（建林）

　（6）　資本の有機的構成の高度化と消費の低成長とが相携えてすすむなかで，

累積する過剰人口は労働力価格したがって賃金を労働力の価値以下に押下げ
（12）

るo

　この関連で賃金価値以下論について少し触れておかねばならない。マノレクス

によれば，需給法則は価格の変動を説明することはできるが，需給均衡してい

る場合に価格がなぜその高さにあるのか説明できない。これがマノレクスが需給

均等から出発して価値に到達した方法であった。この方法は労働力商品につい

ても適用されねばならない。平均的な労働者の労働力再生産のために必要な生

活資料の量がある。それは彼とその家族の社会的平均的生活を支えるに必要か

つ十分な生活資料の量であって，これを生産するため投下された労働量，それ

が労働力の価値であり，その価格が労働（力）価格，そしてそれはさらに賃金制

度を通じて賃金になる。蓄積が，拡大再生産が円滑に進行しうるためには，ふ

だんに労働力人口の追加供給がなければならない。マルクスが拡大再生産の条

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）
件として価値以上の賃金を仮定したのはこの理由からであった。そこでは産業

予備軍は捨象されていたのである。

　しかし一旦こうして労働力の価値が規定されれば，あとに残るのはその適用

の問題だけである。労働力はふだんに超過供給teある。賃金は価値以下に留ま

らざるをえない。このことは労働者が実質賃金として受取る生活資料の量が増

加することと，すなわち生活水準が高まることとなんら矛盾しない。労働者は

自らの労働の生産性上昇の分前にあずかるだけのことである。

　（7）　マノレクスは被救皿民を死重とする過剰人口，或は産業予備軍の三つの

　　　　　　　　（14）
実存形態を区別した。第一は流動的過剰人口であって，不況にさいし解雇され

た失業者及び求職中の未就業者。第二は潜在的過剰人口であって，現に就業し

ているが機会あれば転職したい労働者，例えぱ好況にさいしその機会をとらえ

ようとしているes‘一一次産業従業者。そして第三は不規則な就業機会しか持たぬ

停滞的過剰人口である。

二既述のゲdンズの非自発的朱業は以上の1≡ミつのカテ部りτρ！屯では流動的過

　　　　　　　　　　　　　　　＝13－　　　　　　　　　　　↓3



　1≒ジ1）・、；1｝い／1　／／　’L：’、；f．1／’ぺ三肇≧二　、T，一．J・；1・

剥泊・だ葺壷遠瀦瀧繊肖瀧滞髄瓢・繭榛赤論渠業ぼ粕
発的戻業どほ蕪鎌遠る。ジル2渓にと㌢そほ矢熱ま稀制め存杏匿関る簡題で

あったが，ケインズにとっては公共支出という名の借金で吸収されうる失業に

すぎながった6しがしもしもこの支出が浪費的なものならば自から限度がある

じ，またもし生産的なものならば民間の投資誘因と衝突せざるをえない。投資

め需婁効果だけしか考えなからたケインズの理論は，やがて供給効果をも視野

｝と入れた成長理論た発展せざるを得なかったのである6

　　　〔注〕”　　　　　　　tt　　　　　・…　　　’t’t：’㌧　”

　　＊．マルクZ．　Lr機械についての断章』．1861～63年草稿抄，／．中峯照悦他訳，：，198Q，，大月
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　　　　　　　　　　　　，　　　　　　失業追剰人口および経済成長（建林）

主瀧自酷挺議勤織議言・・÷“’ぷ江・）

…’
　　「！．b，±φ（め一’X（M’’”　・：’・’←へ□：漁：dS・一・i；3

から始まる。ここでNiは雇用量。この式を変形して

　　・・　　　　　　φ一1』αD・　　　・　　……（2）

とすれば，これは周知の投資乗数式である。

　念のために一言。φは全体としての企業が満足できる総売上の見込み，或は

蹴酪ま峠一・はそのなかで見込消費顧紬める割合すなわ崩

費性向，さらに企業が期待する投資需要は　　　　　　　「　　　　’

　　　　　　　　　　D2±独立投資プラズ誘発投資・’t』∴層」　　’六

であって，誘発投資は予想投資利潤率および利子率によつて定まる1均衡雇角

量Nの価は方程式（2ンによって，一義的に決まるとvk’うのk・あるC　　T：

　さてハロマドにS“V；・て動学化とは増加率であらわすことであって，さぎの方

程式（1）の両辺をφで除して

　　　　　　　　　　　　　　争一・－f　　　．…一（・）

を得るが，右辺は1－a＝s，すなわち企業が期待する平均貯蓄率である6’左辺

ば変形して　　　　　　．　”　　　　　　㌦”　tt∵「1
　　　　　　　　　　　　　⊇王＝坐×⊇き．　　　　　　　　・L”・’！
　　　　　・　　　　、－9、r・¢　∠φ　　　　．・t／、　J，　　，’

・す城睾は全体・しての企業に対噸の蜘骸願亘章ろ

の・’・一定不変の所得増加轍は澁成長率砂藷はそめ紗に必要な投

資率C，’であって，ハロッドは以上から　　　　　　・．∵　．

　　　　　　　　　　　　　　　GωCf＝：s∂　　　　　・　　　　11－　　　‘　⊥　∵“r…　t，・（3a）‘三

　　　　　②
をみちびいた。、”．『t／　”t 　　一二．，　　　．、　＿．＼・　㍉卜・

　他方貯蓄≡投資の事後的な恒等関係かち　‘　　　　　　’∵’㍉　　’　　・S

　　　　　　：三三・・－　tt∵　　　GC≡s－・・三・　　tt　tt　　　tt∴・…（3b）

がえられる♂三『　”　　：転ぱ｛・．○でニニご二

（2）ハ・・ドrcは耀噛涜羅鯨理あ離ぽお治餓善・θ〉㊨翻謬ぼ

　　　　　　　　　　　　　　　＝弼＝　　　．　　’、　　薔



（・・）（・b）の二式から÷〉音した・1・て争〉÷であるが・次噸

の場合が区別できる。

訓

鉱

醐

巡
争
争

ω

㈹

㈹

C＞Cr，　s＞Sd

C＜Cr，　s＜Sd

C＜Cr，　∫＞Sd

・・・…
　（4）

　そしてここから彼はG＞G．ならば貯蓄過大（s＞Sd）か，投資不足（C＜C・）

か或はその両方が成立すると云う。そして

（i）もしも・＞Sdならば・・剛・て・が縮小し・消費財売上がふえ・した

がってGが上昇しG＞Gwの開きは益k拡大する。

（ii）またもしもC＜Crならば逆にC｝まC・剛・て上昇し・投資増瞬数

効果によって更にGを増大させG＞Gwの開きは拡大する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　（iii）或は以上の両方が生じ【G＞G．の開きはますます拡大する。

　同様にもしもはじめに，今度は逆にG＜Gwならぱ，上と逆の過程でGは

累積的に低下しG＜Gwの開きは更に拡大することになるρこうして，マノレク

ス経済学にいう無政府性の法則の近代経済学版とでも云うべき不安定性原理が

展開された。

　（3）　ところがこの原理は景気循環の問題にぶっつかって，俄かにその光芒

を失ってしまった。とV〈’6のはGがG訪・ら上方あるいは下方ヘー方的に逃げ

るというのでは，景気循環は説明できないからである。不安定性によってG

自身が帰って来ないというのであれば，Gwが迎えに出掛けねばならない．11原

理はG．一定をもって出発した。もしも全体としての企業を満足させる売上高

増加率があるならば，企業はひきつづきこの率を維持しようとするにちがいな

い。その率がGwなのだからそれは一定なはずである。それが「一様の進歩」

（・tc・d・・dva・ce）である・、この成長率をも妨すためtc必要な投資率も，申立

的技術進歩を仮定することによって一定，そして貯蓄率も勿論一定であるe“，M

かレ今やG頑さ景気．循環との関．連では一定ではあ．り轟な：UtNp・　’：　：“　”・v・　：’；　t’k　ご

　16　　　　　　　　　　　　　　　r・：：16’T：T：



　　　　　　　　　　　　　　　　　　失業，過剰人口および経済成長（建林）

　この矛盾は実は前出（4）式の場合の分析にすでにみえていた。ハロッドがい

う通りs＞Sdならば消費がふえ，　c＞Crならば投資がふえるとしよう。（4）（i）

は投資切捨（C＞Cr）が消費増（s＞Sd）によってカパーされ，（4）（ii）は消費

後退（s＞Sd）が投資増（C＜Cr）によってカパーされる均衡化過程に外ならな

い。G＞（ふの開きがますます大きくなる（4）（iii）の不安定性は，　c＜c，とs

＞Sdとが，投資不足と過剰貯蓄とが同時に存在するという極めて特別な場合

でしかない。しかしともかくこうしてGwは「特殊適正成長率」という名で，

逃げるGを迎えにいく。そしてこれとは別に不安定性原理のために「正常適

正成長率」を考えるのが『序説』から『動学』へのハロッドの苦心の構想であ
　（4）

った。

　（4）　『一般理論』の政策的含意をハロッドは
　　　　　　　　一j
　　　　　　　　　　　　　　G。Cr⇒s。　　　　　　　　　……（3c）
　　　　　　（5）
をもって示した。ここで

　　　　　　　　　　　G。＝労働人口増加率＠）

　　　　　　　　　　　　　プラス技術進歩率（t）

は．自然成長率。もし所得がこの率で増加するならば進歩する技術の下で労働力

供給はことごとく吸収され，余暇と労働の組合せが最適となる。すなわちG。

は完全雇用最適の成長率である。C．は既述のように設備完全利用の成長率G亘

をもたらすに必要な投資率であって，（3c）式の意味は，この投資率で最適成

長率を実現しうるような貯蓄率Soをいかに達成するか，それが政策の課題だ

ということである。

　C，には二重の意味があって，一つは経済的，もう一つは技術的。いま資本

分配率をeとすれば投資利潤率はeA　Z／1＝Pとなり，これから

　　　　　　　　　　　　Cr－・／戸或はρ一8

であってCrは最適投資利潤率ρに逆比例する。さきにC＜C．をもって投資不

足としたが，それは現実投資利潤率が最適投資利潤率を上廻ったことを意味す

る。C＞Crの場合も同様である。これがCrの経済的意味である。’i：　＿．、’∵：r
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冷野・’－Zi・i”、：・；’．1－　：・n　1－t、’　；．t　Li．li　g，v．．・結T

．溺袖冷、。．、、ド鵬声趣蹴嚇技縦歩棚勧㌫寺なわ

暢，．一『　　　　’t’“’v：’「’戸’－tt　’「t　“””　”t’一）『　’

㌧∴∵、s・t　　c・＝昔＝吾＝吾／苦　　∵’・

であ嚇・・こ臓は生産関数H帆めが二次同次（壬一ア（吾））

’で；勧え吾したが江壬が一定・1・うきびしいものであ・t・・，或

は増加率であちわして一ナ＝宜＝拉という仮定であった。’こめ仮定のように資

本ストッグと労働力との組合せが’一：定というだけでは，Kの完全利用とNの

完全雇用と両立する保証は存在しなt・。にもかかわらず両立させるようなs・

を見つけるのが政策の課題だというあが〈36）式の意味であった。　　　一

　（5）　さて三つの成長率

　　　　　　（・）9－÷・（・）G・一音・（のα＝音‥

が出揃った。　　　　　　　　　　・・こ

　まずGとGnの関係について云えば，景気回復期にはしばらくG＞Gnであ

っても，結局G労はGの天井を劃する。また定義からG。＞GwならばSo＞Sd

であって，Sdを高めGwを高めるこどが完全雇用への途になる。すなわち貯蓄

・ほ徳である・逆にθ・＜傷蜘まs・＜…であっで・Sdを引き稽消費を

ぷや渉ことが完全雇用をうる途であっ：て，貯蓄は悪徳ということになる。前の

場禽には貯蓄不足によって，i後の場合は貯蓄過剰によづて失業が生じるわけで

あ．る6．　　t・t　　“、1　　・，i1「・・　　、　鯖’　t：”・　∵＾’　　‘・三　lt

　三つの成長率のク・ロ1碗ドによる大小比較は晦渋であroてt、例えばもしもG。

がGの天井というのであればどうして一時的にせよG＞Gi，となり得るのか。，

．またθ．はGeqの天井をも劃する筈ではないか。、事実G：ab＞Gnなる場合は『動

学』では影をひそめ㊧．・醐快さの欠如｝ま・・⇔ドが欄：醗酬拘泥し

たためではあるまいか。　　　・　　’㍍　ドtf．　tx

、

、いま所得が年惹G’％でふえればt年後には一□三∵tt…　’”　く一

ヨダ：・・ili　f・二咋○ぶ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ぱぶ；コ三1・：

　両迦の対数をどれ｝灘：卍凝誌S・ブバご；二・獣こな言｛☆西パ1・○㌦∴　・三

　／1’8　　　’　　　　　　　　－18一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　失業！過剰人口および経済成長（建林）

　　　　　　　　　l　　　I・汚婬脇o’拳τGへ1：1・．．　　・一…　－ttt－t．、」

であって，これは半対数平面¢0主ρで縦軸tle　Y’o・を裁サGlを傾きとする直線

をなす・こ哩係は職鵬㌘・完全利賊｝ま適正曜聡泌完全雇用

所得Y’。の各ミ’にういて成り：立つ。　　　　　　　　　　＾

　まず直線の位置を決ある条件について云えば，大小だけで数。q＞r’o｝＞Yt、，　o

（好況）およびYtp、O＞Y’wo・S　Y’o（不況）の2通りある。完全雇用所得はいず

れの場合も上限を劃する。好況不況の状態を規定するのは，所得Y’がどこか

ら’（Y’o）ジどんな傾きで（G’）スターEするかにまっで決まり了一傾ぎだけでは

決まらない。傾き，すなわち三つの成長率について云芝ば，・大小だけで6通り

のケースがあり，前述の初期条件を考慮すれば最も簡単なばあいでも12通りの

組合せがあることになる。いまハロッドにしたがい基調が㊨G’。＞G’＞G’wな

る場合と⑤ρ’w＞G’＞G’。なる場合と二つの場合だけについて考えてみよう。

1③G’・〉σ・G’・　1⑤・σ・〉α・G’n

（1）　Y’n＞Y’＞Y’w

　c　（好　況）

（2）　Y’n＞Y’w＞Y’

　　（不　況）

（1）③

（2）⑧

（1）⑤”＼・’

　　　　　　　　　膓

（2）⑥

四つの場合を図示すれば第1図のとおりになる。　　　・t

：・　S1）㊨　基調がGtn＞G’wなQとき堅小．しは、じ夢に好況、（］iffg＞警竺oンであ亘

ならば引きつpl，き好況が持続するCもしはじめに不況であ○ても（（2）③）速か

に回復y・天井にぶっ？かQeとなく好況を？づける・L．，　㌧・・，1’

，（1）◎繍が，Gpa＞G・嫡とき｝ま・もしはじめ峻況！］9’・・〉］　7ep・）であ？

ても間もなく反転不況に入る（（2）⑤㍍もしはp・，め年不況．（数軌くY’wo）なら

ば不況は永続する。　　　　、　　　　．．　、　，＿＿＿、．，，’，，　　　、．

　成長理論はなるほどハロッドの独創的な着想であった力㍉・それを置ン・？いた

途端に砺⑭迷曝鱒んでしわた麟頗灘熱；・勧1ア嚥

・ダーの批判嬬撒麟轡繊麟⑳鄭繰縫鱗鍵・．
　　　　　　　　　　　　・・’、．で．、　　・．バ◎贈∵璽『1



　：1’∵・・一、　・r：　　　　一

黎

、】　1

二～

・11二1ビ
（1）＠一

　　　　　　　　　　　　〕

t”　　∧

バ）s．第’c取図：蓬：・、0

　1’‘≡；つ一、ご ひ

已

日

t　　、．　　（1）⑤

Y6

玄

　　0　・

　　　　　　　　（2）＠　　　：：・，　L　　　：・　Jtt．　1　－S　　こ三「一ゴ：．て2）⑤一’口∴㌦’

｝ま看過でぎない重大な蘭題である。“’例えばもしもいま’ばじめに不完全雇用

泳詮柵綬配してL・るでV’；bi＞籏＞V’8）流らぼσμG≡ぴは老

れそれの所得が等率で成長すると乞しが意昧せず，Lt失業もまた就薬と等率で増

加｝るあであらξ；およ妾二「黄金蒔代」芝｝ま何の関係もない晟畏の高面であ

is　9一つ蜜り経済成長とば失業成長の別名にずぎないどいケこ’とである6　μ

当6）　経済成長論の人口学的意味は何であろうか。　　　－u’　r：　’・　・’fl’

当∋一酷威うだこ～・一畠層○ぽ・’”1二；○き”：パぶ

轡パ簿 て；；清醐爽自蘭寵議ジ忍～球嚥鋸含謬三斑綜吉

嶽飼良ぶく妻膨、，玲毒藁≧壁産年齢本口（B）：・×労働力但率砲）齢芸書辞葺⑳二いこ

2es　　 　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　二一29一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　失業，過剰人口および経済成長（建林）

　Bは外生変数であるが，aは労働力の需要と供給によって決まる内生変数で

ある。それゆえAもまた決して体系の外から一方的に与えられる訳ではない。

Aが悉く雇用されたときの所得は完全雇用所得Ynである。

　さて企業に対し設備の完全利用を保証する雇用量をLとすれば，それが産む

所得はYwである。これに対し現実の雇用量Nは適正雇用量Lより大きいか

も知れない，或は小さいかも知れない。もしN＞Lならば全体としての企業

内には雇用過剰感があって既存雇用を整理し，或は新規採用を見送ることによ

ってNをLに近づけようとする。もし逆にN＜Lならば企業は雇用不足感

を緩和するためにあらゆる手段によってNをLに近づけようとするにちがい

ない。これを数直線上に示せば

　　　　　　　　　　　　　　　第皿図

　この図でN、AまたはN2Aは非自発的失業である。　LAをしばらく「構造

的」非自発的失業と呼ぼう。

　a））　さて成長の過程では雇用も所得も変化する。まず完全雇用所得Y．の

増加率Gパこ見合う労働力人口の増加率Aは，生産年齢人口の増加率Bプラ

ス労働力化率の上昇率δに等しい（A＝＝B＋の。利用可能な労働力人口の上限

はδの大いさによって定まる。労働需要がふえればaは大きくなる。労働力販

売の緊急度が大きいほどaは大きい。

　Lは設備の完全利用に見合うところの，すなわち「四に見合うところの雇用

量であるから，その増加率LはYwの増加率Gωに比例して同一方向に動く。

同様に現実の雇用増加率Nは「の増加率Gに比例して動くと考えてよい。

　さて第皿図をみよう。非自発的失業」V、Aが存在する局面では過剰雇用LN、

が存在する。この過剰雇用はNi＜L（すなわちG＜Gのによって切捨てられ，

非自発的失業の幅N・Anf’：拡犬する6またもしも非自発的失業N，Aが存在す

　　　　　　　　　　　　　　　一21－　　　　　　　　　　　　　　21



るならば，この過少雇用はパr2＞L（すなわちG＞Gのによって緩和され非自発

的失業N2Aの幅は縮小する。大切なことはNがLの右側に出るN＞L（G＞

Gw）ならば忽ち雇用は過剰となり非自発的失業が拡大するということである。

　年々の蓄積によって完全利用を保証するための雇用Lはふえる。もしもそ

の増加率が労働力人PAの増加率をこえA＜L（すなわちGn＜G”）となるな

らば，LAの開きは縮まる。これは完全雇用達成に有利な条件のようにみえる。

しかしNがLAのあいだにある限りは，泣くL（すなわちG＜Gw）が働き非自

発的失業は決して消滅することはない。

　またもしもA＞L（したがってG。＞GのならばLAの幅はますます拡が

り，完全雇用の天井は高くなる。好況N＞L（したがってG＞Gw）は永つづき

するであろうし，不況からの回復は速かであろう。もちろんそのことは完全雇

用が実現することを意味するものではない。

　以上が成長理論の人口学的なスケッチである。

　　　〔注〕

　　（1）『一般理論』32ページ

　　（2）R．F．　H。・r・d，・・E・・n・mi・D…mics”（1972）・宮Wa一訳r・’°・ド締動

　　　学』（昭51，丸善）26ページ

　　（3）同上，52ページ

　　（4）同上，56ページ

　　⑤　同上，42ページ
　　（6）R．F．　H・・r・d，・T・w・・d・aD…mi・E・・n・mi・・”（1948）・高橋’鈴木訳

　　　『動態経済学序説』（昭28，有斐閣）111ページ以下

　　（7）『序説』119ページ

　　（8）『動学』163ページ

　　⑨　同上，30ページ

むすびに代えて

（1）近代経済学では労働人口はどんな大いさであろうが，技術や資源とと

もに与えられてさえあればよかった。つまりそれは経済の外から，経済に与え
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　失業，過剰人口および経済成長（建林）

られる与件であった。出生減退が経済に及ぼす影響をとりあげた「第三人目の

ケインズ」も，減退する人口を経済の与件としてとりあげたというだけで，本

質的には静学的な立場から一歩も出でなかった。

　ケインズを動学化したハロッドは『動学』の中で，G＞Gwなる不安定性の

上昇局面で，投資の労働需要効果が，婦人を中心にして非労働力人口の労働力

　　　　　　　　　　　　（1）
化を促進する側面を強調した。すなわちこの面では蓄積じたいが，必要な労働

力人口を生み出してくる訳であった。第皿図で云えばAが右方に移動しLA

の幅がひろがる（Gn＞Gw）というのであった。しかし結局は申立的技術進歩

の仮定の中に人口を閉じこめてしまった。というのは既述のようにこの仮定に

よればr＝K＝N，すなわち投資が必要とする追加労働力は仮定により，つね

に確保される（K＝N）ことになるからである。これによって経済が人口に及

ぼす影響分析のみちは閉ざされてしまった。人口の大いさの代りに，今度は人

口増加率を外生変数とする成長理論があらわれただけのことになった。

　（2）既述のとおりマノレクスの相対的過剰人口の理論によれば，競争は投資

を通じ不断に資本集約的な生産方法を普及し，それによって経済の内部から必

要な労働力を調達するというのであった。人口自然増が蓄積の限界を劃したの

は資本主義もその初期のことであって，労働力が資本関係に包摂されて了った

産業革命以後では，資本は蓄積に必要な労働力を経済の中から，国の内外を問

わず資本の支配する圏内から調達することができる。そして大事なことだが，

投資はふだんに労働節約的な技術を導入せざるをえない。これがマルクスの主

張であった。これを第皿図でいえぱLはAがふえるほどにはふえない（L＜A

したがってGw〈G。）。その反面資本主義化が進むにつれ人口の都市集中と労働

力化率の上昇（a＞0）が生じる。LAの幅は拡がる。現実の雇用Nはたとえ

Lの右方へ出ることがあっても（N＞L或はG＞Gw）永続しない。そうだと

すればLAは慢性的な非自発的失業，むしろさきに断ったように「構造的」非

自発的失業とも呼ぶべきものではないか。

ハ・・ドはr動学』のなかでマ・・クス玲最も近・・資本・労鋤玲が・

　　　　　　　　　　　　　　　　－23－　　　　　　　　　　　　　　23



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　ごぱ勲　．a　fS　Tミ責撃己ノ、牢1－1ノ睡㌢二t弐’叉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　1
　　　埠墾ぎ漣醐蜘撲臓鱒障綱ポ灘ぱ鞍編脳⊇紗
　　　総離繍避騨避盤張躍♂お轍渉らて，苛拠畿錨緬
　　　技術進歩が結局は労働節約的な技術進歩に帰するこどを指摘したこどがあbた

　　　緊諭ま勘わ腺近の唖輸已し・て糎すること酪る．一そしてその

　　　点諏結局Wク宍業の輪の問題提起に欲ら汕近代締W限界を　　1
　　　認めざるをえない，というのが率直な感想である。　∵∵　㌦一（83．8：1　29）

　　　　㌧、〔注⊇∵∴∴一一i．一一ニゴ㌔一i　　∵　　・三い

　　　　馨難講蓮遍墓魏議三ジ運二
　　　　　　　　、。議譜螂響馨鼻京麟騨襲鞠壕吉秘く咋巨る二幽玉誌三宍繋蒙曇転
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